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０．はじめに
　筆者はこれまでワードペアと呼ばれる言語現象（ [A and B] の型を持つ英語並列表現）を研究してき
たが、その用例を集める中で、かなりまとまった数の例が rhyming slang（以下RS）という口語表現の
一種であると説明されていることに気付いた。しかしながら、先行研究においてはRSとワードペアと
を直接結び付けて論じるものはほとんど見られなかった。後述するようにRSはいくつかの特定の状況
でのみ用いられるとされているが、それに対してワードペアは英語の歴史を通じて、RSよりもはるか
に広い場面で用いられていると考えられる。より「汎用的な」ワードペアに見られる諸特徴は、限られ
た状況におけるRSの中では異なった傾向を示すこともあるのではないか。本論文は、RSとワードペア
の接点を中心的に考察し、特に、これまでに行われてきたワードペア研究でわかったこと（モデルや考
え方など）と、RS全般やそこに含まれる「RS形式のワードペア」の実際の用例とを照らし合わせるこ
とによって、今までになかった観点からRSの理解が進むことを目指すものである。
１．rhyming slangとは
１．１．専門の辞書等におけるrhyming slang
　RSまたはそれを含む表現（スラング全般など）を取り上げた辞書には古典的なものもいくつかある
ようだが、現代においてはFranklyn（A Dictionary of Rhyming Slang ）やAyto（The Oxford Dictionary 
of Rhyming Slang ）などが代表的なものとして挙げられるだろう。前者はアルファベット順に、後者は
テーマごとに、多くのRSの用例が採録されている。またRSを扱った最近の書籍としてはSmith（Cockney 
Rhyming Slang: The Language of London ）が挙げられるが、そこではRSの形成について、以下の例を
用いて比較的シンプルに説明されている。
　　　stairs （subject word）→  apples and pears （rhyming phrase）→ apples （how the phrase is 
commonly rendered）（p.10）
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　当該ページ前後のSmithの説明を要約すると、表したいものと韻を踏む、たいていは２語以上のフレー
ズを作り、韻を踏んでいる部分を取り除く、といったところだろうか。一言で言えば、このプロセスを
通じて作られる、ある種の「隠語」がRSである。もちろんSmithも例外的な形成の仕方が存在する点に
は配慮しているが、上記がRSの「プロトタイプ」であると捉えることができるだろう。
　なおRSは口語表現ゆえか、現代においてはオンライン上の辞書も見られるなど、ネット時代にも生
き延びているようである。出版された書籍の中にも、RSが何を表すかをクイズにしていたり、あえて
RSを多用して書いたであろう『聖書』など、オーソドックスな使用例とは言えないかもしれないが、
それはそれとして当該の表現が今も幅広く活用されている様子が窺われる。
１．２．英語学の用語辞典等におけるrhyming slang
　『英語学要語辞典』にはRSそのものの見出しはないが、“Cockney (dialect)” の項において「語彙のレ
ベルでは押韻スラング（rhyming slang）が特徴である」との説明がなされている（p.103）。また『現代
英語情報辞典』も同様に “cockney; Cockney” の項でRSの説明が見られ（p.264）、コックニー（ロンド
ン方言）との関連が指摘されている。
　『新英語学辞典』では “slang” の項の中に「押韻俗語（rhyming slang）」の説明が見られる（pp.1122-23）。
そこではいくつかの例示とともに、押韻俗語の起源自体は不明であることや、ロンドンの地名が使われ
るものが多くその点はコックニー起源を裏付けていること、しかし第二次世界大戦後はコックニーに限
らずより一般化したことなどが説明されている。もちろんコックニーの特徴としてはRS以外にも発音
などいくつかの点が指摘されるものであり、その点は前述の『英語学要語辞典』でも示されている。し
かしRSそのものがコックニーにおける大きなポイントの１つであることには間違いなく、現に前述の
Smithはコックニーの諸特徴の中でも特にRSに焦点を当てていた。
　なお上掲のほとんどの先行研究ではそうではないのだが、一般的には、「rhyming slang イコール 特
定の時代におけるロンドン方言」とする、やや誤った説明なども見られない訳ではない。それはすなわ
ち当該の表現はイギリス英語に「特有」のものとする見立てである。この点が必ずしも正しくないとい
うことは以下の論考でも明らかになると共に、前述のAytoにおいては、RSは決して均一なものではなく、
具体的には以下の３つの区分が見られると指摘されている（以下はIntroduction, ix–xiの内容を再構成し
たもの）。
　　１）「古典的な」（“博物館もの”の）RS。その多くは19世紀に遡る。
　　２）１に倣って、１の影響を受けて作られたRS。概ね20世紀前半。
　　３）現代において作られたRS。20世紀後半、概ね1980年代以降。
　さらに１についてはほぼイギリス英語の話者に限られるといった説明もされているが（同上）、その
後はイギリス英語に限らず使用されていく点も示唆されており、同様のことは前述の『新英語学辞典』
にも指摘されているほか、以降に展開される本論文の調査でも示されるものと思われる。
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２．ワードペアとrhyming slang
２．１．ワードペアとは
　ワードペアとは [A and B] をプロトタイプとし、その周辺にゆるやかに集まる集合体である、とする
のが筆者の現行の定義である（青木 2016a）。これは、必ずしも接続詞はandに限られないが、andがもっ
とも多い点を示すことができると考えられる。それ以外の先行研究においては、等位接続詞でもって結
び付けられたもの、などと定義付けされることも多い。
　このような形態のワードペアが何を表すかについては、古英語から現代英語まで、また異なるレベル
の文体やさまざまな状況・文脈において、多くの意味・機能・役割を果たすものという研究が進められ
てきた。法律用語（Gustafsson 1984）、議論・対話の文への文体面での寄与（Kikuchi）、外国語の翻訳・
訳読の場面で（渡辺）、チョーサー作品などの高尚な文体（谷 2003, 2008; Leisi）、スピーチの効果を高
めるため（青木 2013）など。また古英語から中英語にかけての作品全般（Koskenniemi）、中英語のキ
リスト教文学全般（Katami, Wilson）、広く現代英語における用例（Gustafsson 1975, 須部）、さらには
語順や頻度などの面に着目した研究も進められている（Malkiel, Cooper and Ross, Mollin）。ワードペア
の用法で一見「特徴的」なのは慣用句・定型表現であるが、ワードペア全体は必ずしも慣用的・定型的
ではない。歴史的に見れば明らかなのだが、例えば現代英語では慣用的とみなされる特定のペア表現も、
ある時点で「生み出された」ものであり、当該の表現が有用であるがゆえにその後も「残っている」 と
いうのが実情に近いのではないだろうか。そして、今も常に新しい表現（新奇な表現）が生み出され続
けていることから、個々のペアは盛衰を繰り返しながらも、ワードペアという表現技法そのものは「生
きている」（生産性を保っている）と考えられる。
２．２．ワードペアとrhyming slangの接点とは
　ワードペアが広い文脈で用いられているということは既に述べたが、その使用文脈の１つが、本論文
で扱うところのRSであると考えられる。
　上掲の複数のRSの辞書などにはandが用いられた表現（ここで言うところの「ワードペア」）も多く
採録されている。Ayto (Introduction, xv) のようにRSにはandを含む表現が多い（あるいは鍵となる）
といった言及がされている場合もあるが、反面、RSとワードペアとを結び付けて「論じる」研究はほ
とんどなかったとは言えないだろうか。「RSにはなぜandの表現が多いのか」については根源的な問い
であり、本論文でも答えは出ないかもしれない。しかしこれまではそういった疑問が提示されること自
体がほとんどなく、そもそも「RSにはandの表現が本当に多いのか」という点についても、数字などを
用いて実証的に測る研究などを、少なくとも筆者は見つけることができなかった。RSの用例を紹介し
たものの多くは「収集」に重点を置いていると考えられ、一つ一つはたいへんな労作・有益な資料では
あるが、研究という面に関してはまだ充分に進められていない部分も残されていると考えられる。
　概してワードペアの方がRSよりも広い範囲で、また近・現代だけでなく古英語以来の歴史を持って
用いられている。このことは用例数で上回ることだけを指すのでなく、さまざまな文脈において、高尚
な文体から平俗的なものまで、広く用いられていることを示す点は既に述べた。このような古英語以来
の「表現としてのワードペア」に関しては、関連する先行研究はより多く、そこでの研究はより進んで
いると言えるのではないか。本論文で主として扱う用例が「Rhyming Slangの一種としてのワードペア」
か、「ワードペアの一種としてのRhyming Slang」か、などについては意見が分かれるところかもしれ
ないが、両者は接点を有している以上、ワードペア研究を通じてこれまでに得られた研究成果、モデル
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や研究手法などが、RSの考察においてもある程度あてはまるのではないかと考えられる。あるいは少
なくとも、どの程度あてはまるかを実際に検証していく価値はあると考えられる。これらを通じて今ま
でになかった視点からRSを捉えることもできるのではないだろうか。
２．３．本論文における研究課題
　前の２節などを踏まえて、本論文における研究課題は以下のようになる。
　　RQ1　Rhyming Slangは、先行研究の一部や一般に考えられているような年代および地域分布か。
また、もしそうでないとすれば具体的にどのように分布しているのか。
　　RQ2　Rhyming Slangにはどの程度の割合でワードペアが含まれるのか。またその割合はどの時代
でも同じなのか、それとも何らかの偏りが見られるのか。
　　RQ3　ワードペアに見られる傾向や特徴などが、Rhyming Slangでも同じように見られるのか。あ
るいは両者は異なるもので、「Rhyming Slangならでは」または「ワードペアならでは」の面が
示されるのか。
３．本論文における調査対象・手法等
　これまでに述べた観点から、本論文ではRSとワードペアの接点を中心的に考察する研究を進めるが、
具体的には以下の調査を行う。
・本論文ではOED Onlineの見出しや小見出しにおいてRSとして提示されている語句、または直接はそ
う提示されていないが「rhyming slangにあたる」といった言及が見られる語句を抽出する。それら
について、年代や地域性など複数の点を調査する。
・抽出したRSの中には、接続詞andでもって結び付けられた２語「ワードペア」が見られることになる
が、これを「ワードペア形式のRS」と呼ぶことにする。それらのワードペア形式のRS が、上述の年
代や地域性などの点において、RS全般と同様の傾向を持つかを検証する。
・用例の抽出はOED Online標準の検索機能（全文検索）を基本とするが、それだけでは検索結果が正
しいと言えない面がある。全文検索を用いた場合RSや関連表現はほぼ当たっていると考えられるが、
反面それとは関係のないものが結果に含まれることになる（いわゆるfalse positiveが出る）。また各
項目中に採録されている例文については、１つの項目の中にRSのみが提示されている場合と、RS以
外の例文も混在している場合とがあり、例えば初出年などが検索結果で単純に示されたものとは異
なっていることがある。これらの問題点は現時点では機械的に処理することができないため、検索
結果はすべて直接目視して、適切な例が抽出できているか、データは適切かなどをチェックした。
・OED Onlineでは同一の表現が複数のエントリーに見出されたり、逆に異なる意味の表現や異形態が
１つのエントリーにまとめられているケースもある。本論文はOED Onlineでの分類に基本的には従
いつつも、明らかなものについてはまとめるなどして、集計やリストを作成する際には適宜調整を
行っている。
・以降に用例を引用する際に、異綴りやヴァリエーションが見られるものについては、代表的なものの
みを紹介している場合がある。また作表の都合等により、OED Onlineにあるイタリックやボールド
などの書体情報を省略している場合がある。
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・以下に示す調査結果は概ね2016年12月27日から2017年２月17日までにアクセスして得たデータに基づ
くが、OED Onlineは随時アップデートが実施されているため、アクセスする時期によっては結果が
異なる可能性がある。
　どの資料から用例を取るかに関しては、もちろん用例の数自体は前述のRS専門の辞書類の方がはる
かに多く、そのいずれかを調査対象とするといったアプローチも考えられただろう。確かにその方が
多くの表現を扱うことができるであろうが、反面OED Onlineには各表現の「初出の年」が示されてお
り、上に挙げた本論文での研究課題、特にRQ1の一部である「RSの年代」を調査する際には有益である。
さらにはOED Onlineには語句そのものに加えて例文が随時引用されていることも本論文には役立つも
のと想定される。以上の観点から本論文では調査対象を上述のように設定した１。
４．調査結果および考察
　前述の余分なものや紛らわしいものを除き、OED OnlineにおけるRSは全部で153例であった。それ
らはすべて本論文の末尾の【資料】にまとめている。
　RSの形成については、第１章で述べたように、主として後半部の韻を踏む部分が欠落することが多
いとされている。筆者が確認した限りでは、全153例中76例に何らかの形での短縮形が見られた。約
半数であり、短縮はやはりRSの典型的な形成の仕方であると言えるだろう。中には以下のように「二
重三重」の変遷を辿ったとされる twopenny ‘head’ のような例もあった。この場合、head が loaf of 
bread を経て twopenny に至る間に２度の短縮が観察されるとのことである。
　　twopenny, adj. and n ., s.v., B. n . 4. より用例を引用：
　　1931   ‘G. Orwell’ Hop-picking in Coll. Ess. （1968） I. 71   The hop-pickers..also used the 
abbreviated rhyming slang, e.g. ‘Use your twopenny’ for ‘Use your head’. This is arrived at 
like this: head, loaf of bread, loaf, twopenny loaf, twopenny.（下線は筆者）
４．１．rhyming slangおよびワードペア形式のrhyming slangの年代分布
　確認された153例について、初出の年をおおよそ世紀ごとに分類すると以下のようになる。なお19世
紀の46例はいずれも1845年以降が初出の年であった。
18世紀以前：３例
19世紀：46例
20世紀：104例　うち、
　　20世紀前半（1945年まで）：82例
　　20世紀後半（1950年以降）：22例
　19世紀と20世紀（特に前半）の初出が多いことは、前述したAytoの言う３つの区分のうち第１と第
１ 以下に扱う用例の一部には差別用語など不適切な表現が含まれる場合があるが、本論文は英語の口語表現を研究する
ものであるため、その点についてはご理解を頂きたい。
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２のものに相当すると考えられる。第３の区分、すなわち最近の用例があまり見られない点については、
新しい用例であるからこそ、OED Onlineに採録されることが単に「間に合っていない」だけかもしれ
ないという面は否定できない。あるいはひょっとすると、20世紀終盤から現在まで、“Britney Spears” 
や “Quentin Tarantino” など（これらはOED Onlineにはないが前掲のRSの辞書類には見られる最近の
例）、ぱっと目を引くような例は作られたものの、RSそのものが生産される数としては少なくなってい
るという可能性もあるかもしれない。
　最後出の年については、それが本当に最後の年で以降は用いられていないのか、それとも使用は続い
ているが辞書に載っていないに過ぎないのかは、大変難しい問題であろう。したがって参考程度だが、
それぞれのRSがいつの年まで見られるかについても調べたところ、最後出の年として「21世紀以降（2001
年以降）」の例が示されていることを確認できたものは31例あった。前述の初出の年ごとの分類にあて
はめて、各年代のRSの例が21世紀にも見られる割合を示せば以下のようになる。これらの割合で、RS
が「残っている」と言い換えることもできるかもしれない。
　　　18世紀以前：３例中０例（０%）
　　　19世紀：46例中５例（約11%）
　　　20世紀前半：82例中19例（約23%）
　　　20世紀後半：22例中７例（約32%）
　これを見ると、数そのものとしては、19世紀に作られたRSはほとんど失われており、前述のAytoが
言うように“博物館もの”になっている可能性もあるが、反面、減り方としては「漸減」であり、10%台、
20%台、30%台と、現代に近づくにつれて自然と減っているようにも捉えられ、決して特定の時代のRS
だけが極端な勢いで死語・古語になっていくといった印象ではない。
　次にワードペア形式のRSについてだが、OED OnlineにおけるRS全153例中、ワードペア形式のRSは
34例（約22%）であった２。
　なおRS全般において使用される接続表現としては、and以外では “of” や “ ’s ”（所有格である場合と、
isまたはhasの縮約形である場合とがある）も多いが、今回の用例の中では数はそれぞれ９例にとどまっ
ている。RSで語句が繋がれるとき、接続詞や前置詞なしで直接語句が結ばれるものを除けば、「繋ぎの
言葉」としてはandが最も多く使われていることがわかった。
　ワードペア形式のRSがどのような年代分布を示しているかは以下のようになる。これを見ると、18
世紀以前を除けばほぼ均等で、年代の偏りなく、どの時代においてもある程度の割合でワードペア形式
が用いられていることがわかる。
　　　18世紀以前：3例中0例（0%）
　　　19世紀：46例中10例（約22%）
　　　20世紀前半：82例中20例（約24%）
　　　20世紀後半：22例中4例（約18%）
２ なおOED Onlineにおけるワードペア全体の数は（数え方にもよるが）約2,000あると見られる。
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４．２．rhyming slangと地域性
　OED OnlineにおけるRS全153例中、59例において Brit., Austral., N.Z., U.S., Sc., S. Afr. といった地域
を示すラベル付けが見られた。逆に、OED Onlineでは「無印」のものはイギリス英語あるいはグロー
バルな英語であると想定されるのだが、この辺りは明確なところはわからないと言わざるを得ない。
　以下が明示されている地域の内訳であるが、１つの表現に複数のラベルが付いている場合もあるた
め合計は59を超えることになっている。また、OED Onlineの地域の説明は、例えば単に「Austral .」と
明言されているものから、「主にAustral .」など、ニュアンスに幅がある。ここではその点は考慮せず、
当該のラベルが見られたかどうかのみを示すことにする。
　　　Brit. ：26
　　　Austral. ：29
　　　N.Z. ：12
　　　U.S. ：５
　　　Sc. ：３
　　　S. Afr ：２
　前述の無印のものをどう捉えるかという問題を別にすると、かなりの数をオーストラリア方言が占め
ていることが見て取れる。次にニュージーランド方言が続き、アメリカ英語はやや少なく見える点など
が、RSの特徴と考えられるかもしれない。
　なおワードペア形式のRSに関しては、これらの地域性によるものと考えられる数値の違いなどは確
認することができなかった。
４．３．rhyming slangの諸特徴とワードペアとの比較
　RS全153例を通じて、どのような語が用いられているか、あるいはどのような意味を表すかといった
点に関して、いくつかの傾向や特徴を挙げることができるだろう。
　　　１）比較的簡素な語で具体的な事柄を表す
　　　２）固有名詞、特に人名が多く用いられる
　　　３）人のくらしや各国の事情など日常的な状況を示す
　もちろんワードペア形式のRSについてもこれらの傾向は当てはまるが、これらを「ワードペア全般」
に見られる傾向や特徴と照らし合わせて見た場合には、やや異なる面が見えることもある。
　１点目の日常的な語から成っていること自体は、RSは口語表現ゆえであると説明でき、それ自体に
は何ら不自然なところはないだろう。対して、ワードペアの方は必ずしも日常的な語から成っていると
は限らない。ワードペアの中でも口語的な表現（慣用句等）については同様の傾向が見られると思われ
るが、前述したようにさまざまな場面で用いられるワードペアには、もともと抽象的な語を組み合わせ
たペアや、あるいは普通の語句が組み合わされた結果として抽象的な概念を表すようになる場合などが
ある。それらはテキストによっては決して例外的とは言えないほどの数・頻度で見られ、この点はワー
ドペアとRSで大きく異なる傾向を示していると考えられる。
　２点目の人名に関して言えば、これもおそらくは１点目と関連しており、具体的で日常的な語の使用
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の延長線上であると捉えられるかもしれない。ワードペアについても人名からなる表現がいくつか見ら
れる。しかし以下の点でRSとワードペアの人名の使用には異なる面がある。
　RSに用いられている人名は幅広い。歴史上の偉人やその時々の有名人、果てはナーサリー・ライム
に出てくる架空の人物まで、ヴァリエーションが豊かである。もっとも、それらの人の本来の特徴など
が語句としての形成に寄与しているかは疑問が残る。韻を踏むものであれば良いという観点もあるのか
もしれず、あるいはむしろ、話すときに（使うときに、あるいはRSを作るときに）、どのような人名を
選択するかについて、話者にとってはある種の「センス」が問われるものなのかもしれない。
　これに対してワードペアでは、人の名前が結び付けられる場合には基本的な人物名であることがほ
とんどである。また特徴のある人物名であっても、例えば Ozzie and Harriet や Box and Cox などは、
元は作品の登場人物であったものから、意味としては「一般の夫婦」や「役割などの共有」を表すもの
へと、固有名詞から一般名詞へといった意味変化が生じている（青木2016b）。また人名が用いられたワー
ドペアの中には、元の人名ではなく他の人名と「入れ替え」がきくものまで見られることがあり、これ
らの例からは１つ１つの人名の「存在意義」が希薄になっていることが窺われる。RSの方は、その半
分は後に隠されるとはいえ、まずは韻を踏むものでなければならず、入れ替えられるのであればその範
囲内でのみ許されるようである。この場合、RSの方が元の動機付けを多く保っていると言え、そういっ
た制限のないワードペアの方が変化の度合いがより大きいとも考えられる。
　３点目に関しては、古典的なイギリス英語のRSについては日常的な事物の表現が多いことや、また
オーストラリア方言のものなどには「移民」などイギリスとの繋がりを示唆するものが見られるなど、
いくつかの面を特徴として指摘できるであろう。
　そういった面の１つとして、「犯罪に関する言葉」や「囚人用語」が多いという点を挙げることもで
きるかもしれない。総じて、「盗み」「警官」「情報屋」「看守」など、犯罪や犯罪者にとっては身近な場
面で用いられるであろう表現が多い印象である。しかしながら、特に犯罪に手を染めていなくとも、そ
うした「ストリートの言葉」を格好良いと捉える向きもない訳ではないため、一概に眉をひそめるもの
ばかりとも言えないだろう。
　なお、こうした表現の１つである tea leaf ‘thief’ は、上に含まれる特徴が複合的に合わさっている
と言えるだろう（犯罪に関する言葉とイギリスの紅茶文化）。当該の表現は、Smithに “One of the most 
enduring of all Cockney rhyming slang phrases”（p.76）と言われるほど深く英語に根付いているが、
それはこのことが理由ではないかと推測される。
５．むすび
　ここまでに示したRSとワードペアの接点を探る考察により、今まで言われてきたRSの諸特徴の多く
がある程度裏付けられたと思われる。また特にワードペアに見られる傾向が、ワードペアよりは限定さ
れた状況であるRSにおいて、いくつかの点においてはそのまま、また別の点においては変容しつつ現
れていることが確認された。過去の研究においてはワードペアそのものに関しても「慣用句・定型表現
に限られる」とする偏った見方もあったが、近年の研究では必ずしもそうとは言えないことが主張され
てきている。RSもまた、程度の差こそあれ、考えられてきたよりは広い場面で用いられていることも
わかってきたのではないだろうか。さらに、今回はRSが表す「意味」については詳細な考察を加えた
とは言えないが、RSもワードペアほどではないかもしれないが、多様な意味を表し複合的な意味変化
を経ている可能性もあり、この点については今後の研究課題として認識されるであろう。
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